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特別記事

梁
起
豪
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
梁
起
豪
君
が
提
出
し
た
論
文
（
『
地
方
政
府
の
政
策
過
程
の
研
究

三
県
の
政
策
過
程
の
比
較
分
析
を
中
心
に
し
て
　
　
」
）
の
構
成
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

第
1
章

第
2
章

第
3
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

第
8
章

第
9
章

第
1
0
章

第
1
1
章

終
　
章

地
方
政
府
の
政
策
過
程
分
析
の
理
論
的
枠
組

研
究
の
目
的
と
方
法
論

神
奈
川
県
の
産
業
政
策
の
政
策
過
程
分
析

千
葉
県
の
産
業
政
策
の
政
策
過
程
分
析

新
潟
県
の
産
業
政
策
の
政
策
過
程
分
析

神
奈
川
県
の
国
際
交
流
政
策
の
形
成
過
程

千
葉
県
の
国
際
交
流
政
策
の
形
成
過
程

新
潟
県
の
国
際
交
流
政
策
の
形
成
過
程

神
奈
川
県
の
住
宅
政
策
の
策
定
過
程

千
葉
県
の
住
宅
政
策
の
策
定
過
程

新
潟
県
の
住
宅
政
策
の
策
定
過
程

結
論
　
　
自
治
体
の
政
策
過
程

わ
が
国
の
地
方
自
治
体
、
い
わ
ゆ
る
地
方
政
府
に
み
ら
れ
る
政
策
決
定

過
程
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
分
析
枠
組
や
分
析
結
果
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
諸
仮
説
は
極
め
て
多
様

で
あ
り
、
著
し
い
対
立
か
み
ら
れ
る
。
梁
君
は
本
論
文
に
お
い
て
こ
れ
ら

研
究
成
果
を
批
判
的
に
検
討
し
た
上
で
、
ア
メ
リ
カ
政
治
学
に
お
け
る
政

治
過
程
論
を
批
判
し
て
登
場
し
た
い
わ
ゆ
る
新
制
度
論
の
立
場
に
立
っ
て

経
験
的
分
析
を
行
い
、
そ
の
検
証
を
試
み
て
い
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
わ
が
国
の
地
方
自
治
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
諸
改
革
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
中
央
政
府
と
そ
の
官
僚
に
よ
っ
て
統
制
さ

れ
て
い
る
と
す
る
辻
清
明
に
代
表
さ
れ
る
中
央
官
僚
統
制
論
と
、
近
年
村

松
岐
夫
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
地
方
政
府
の
も
つ
相
対
的
な
自
律
性
に
着

目
し
、
わ
が
国
の
中
央
地
方
関
係
は
行
政
的
な
支
配
従
属
関
係
と
い
う
よ

り
も
、
政
治
に
媒
介
さ
れ
た
相
互
依
存
関
係
に
い
き
つ
く
と
す
る
地
方
政

治
論
の
二
つ
の
流
れ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
外
に

も
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
地
域
開
発
が
も
た
ら
し
た
自
治
体
へ
の

政
治
的
経
済
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
伴
う
地
方
政
治
の
変
化
に
、
ミ
ル
ズ
や
ハ

ン
タ
ー
の
権
力
構
造
理
論
を
適
用
し
た
大
原
光
憲
や
横
山
桂
二
の
研
究
、

多
元
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
地
方
政
府
の
政
策
過
程
に
お
け
る
市
民
参
加

を
重
視
す
る
、
実
証
分
析
と
い
う
よ
り
も
規
範
分
析
の
性
格
の
強
い
松
下

圭
一
や
篠
原
一
の
研
究
な
ど
か
あ
る
。

　
梁
君
は
こ
れ
ら
諸
学
説
を
官
僚
の
影
響
力
の
強
弱
と
影
響
力
の
集
中
と

分
散
と
い
う
二
つ
の
軸
に
よ
っ
て
ま
ず
分
類
す
る
。
新
制
度
論
に
は
国
家

の
主
体
的
意
志
を
強
調
す
る
立
場
や
政
治
を
規
定
す
る
制
度
的
枠
組
を
重

視
す
る
立
場
が
あ
る
。
梁
君
は
地
方
政
治
に
影
響
を
与
え
る
地
方
政
府
の
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枠
組
に
着
目
し
て
公
共
政
策
の
分
析
を
進
め
る
P
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
（
勺
豊
一

国
●
勺
9
①
お
o
P
g
q
慶
ミ
§
口
。
。
。
ご
の
業
績
に
示
唆
さ
れ
な
が
ら
、

わ
が
国
に
お
け
る
自
治
体
の
政
策
に
つ
い
て
の
実
証
的
比
較
研
究
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
君
は
具
体
的
に
は
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
新
潟
県

の
三
県
を
取
り
上
げ
、
各
県
の
産
業
政
策
、
国
際
交
流
政
策
、
住
宅
政
策

の
三
つ
の
政
策
領
域
を
対
象
に
中
央
省
庁
、
首
長
、
県
議
会
議
員
、
地
方

政
府
官
僚
、
住
民
、
企
業
、
職
員
組
合
な
ど
の
諸
集
団
の
役
割
を
明
ら
か

に
し
な
が
ら
、
政
策
過
程
の
比
較
分
析
を
試
み
て
い
る
。

　
梁
君
は
政
策
過
程
を
政
策
課
題
の
設
定
↓
設
定
作
成
↓
設
定
決
定

↓
設
定
実
施
↓
政
策
評
価
と
い
う
サ
イ
ク
ル
と
し
て
捉
え
、
三
県
の

三
つ
の
政
策
ご
と
に
主
と
し
て
県
庁
の
担
当
職
員
を
対
象
と
し
て
県
の
ト

ッ
プ
層
や
県
会
議
員
も
含
め
て
各
々
一
〇
人
か
ら
二
〇
人
に
の
ぼ
る
対
象

者
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
比
較
分
析
を

行
っ
た
。
神
奈
川
、
千
葉
、
新
潟
と
い
う
三
県
を
選
ん
だ
理
由
は
、
首
都

圏
と
い
う
特
殊
な
政
策
環
境
の
下
で
↓
般
的
に
政
策
先
進
県
と
目
さ
れ
て

き
た
神
奈
川
県
と
、
新
し
い
政
策
展
開
と
い
う
点
で
積
極
的
な
県
政
運
営

の
転
換
が
最
も
遅
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
千
葉
県
を
対
比
し
、
さ
ら
に
新
潟

県
の
社
会
経
済
的
諸
変
数
が
地
方
各
県
の
平
均
的
数
値
に
近
い
上
、
日
本

海
沿
海
地
域
の
中
心
県
で
あ
る
と
い
う
特
性
に
着
目
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
梁
君
は
産
業
政
策
の
政
策
過
程
を
比
較
検
討
す
る
事
例
と
し
て
は
神
奈

川
県
に
つ
い
て
は
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
設
立
、
千
葉
県
に
つ
い
て
は
上

総
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
の
設
立
、
新
潟
県
に
つ
い
て
は
信
濃
川
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
開
発
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
神
奈
川
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は
先
端
科

学
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
首
長
、
長
洲

知
事
の
方
向
提
示
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
強
力
で
、
県
担
当
課
の
政
策
の

具
体
設
計
機
能
も
大
き
か
っ
た
が
、
反
面
議
会
の
政
策
形
成
へ
の
介
入
は

制
限
さ
れ
て
お
り
、
政
策
過
程
、
政
治
過
程
と
と
も
に
地
方
議
会
の
占
め

る
比
重
は
低
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
長
洲
知
事
は
県
民
参
加
、
市
町
村
参
加
、
職
員
参
加
を
高
め
る
参
加
型

政
治
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
て
い
た
が
、
住
民
参
加
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
職
員
組
合
も
初
期
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
型
政

策
提
言
以
外
に
は
政
策
過
程
か
ら
は
ほ
ぼ
排
除
さ
れ
て
い
た
。
神
奈
川
県

の
産
業
政
策
の
政
策
過
程
に
は
首
長
と
民
間
の
連
携
が
強
く
み
ら
れ
政
策

推
進
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
が
、
県
官
僚
に
つ
い
て
は
ミ
ド
ル
層
よ
り

も
ボ
ト
ム
職
員
の
政
策
実
務
へ
の
寄
与
が
高
か
っ
た
。

　
千
葉
県
の
産
業
政
策
は
新
産
業
三
角
構
想
と
し
て
先
端
技
術
産
業
を
千

葉
県
の
内
陸
部
に
導
入
し
、
産
業
構
造
の
高
度
化
と
均
衡
の
と
れ
た
地
域

発
展
を
目
標
に
策
定
さ
れ
た
。

　
神
奈
川
県
の
場
合
初
期
政
策
過
程
に
外
部
か
ら
の
課
題
設
定
が
あ
っ
た

の
に
対
し
、
千
葉
県
の
産
業
政
策
は
内
部
職
員
の
独
自
の
構
想
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
審
議
会
な
ど
千
葉
県
ト
ッ
プ
層
の
政
策
ブ
レ

ー
ン
の
役
割
は
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
か
っ
た
。
ま
た
神
奈
川
県
が
頻
繁
に

中
小
企
業
団
体
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
千
葉
県
で
は
企
業

集
団
の
介
入
が
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
政
策
推
進
は
県
行
政
組
織
に
頼
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
た
。
神
奈
川
県
と
比
較
し
て
千
葉
県
は
閉
鎖
的
な
県
行
政

職
員
に
よ
る
政
策
推
進
が
行
わ
れ
て
い
た
。
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新
潟
県
の
先
端
技
術
産
業
の
育
成
を
目
標
と
し
た
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

は
当
初
、
長
岡
市
の
自
治
体
独
自
の
事
業
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
の
、

通
産
省
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
発
表
に
よ
り
、
通
産
省
ー
県
（
商
工

部
関
係
）
ー
市
町
村
と
い
う
垂
直
的
シ
ス
テ
ム
の
下
で
強
力
に
展
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
方
議
会
や
住
民
の
参
加
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、

中
央
地
方
を
結
ぶ
巨
大
な
官
僚
組
織
に
よ
り
推
進
さ
れ
た
こ
と
が
特
色
で

あ
る
。
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
法
の
制
定
を
通
じ
て
果
た
し
た
通
産
省
の
役
割
は

過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
治
体
の
政
策

形
成
能
力
は
高
く
、
具
体
的
な
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
お
い
て
中
央

省
庁
の
介
入
で
き
な
い
分
野
が
少
な
く
な
い
。
長
岡
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発

の
過
程
は
、
自
治
体
独
自
の
政
策
樹
立
が
中
央
省
庁
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
国
際
交
流
政
策
に
つ
い
て
は
神
奈
川
県
で
は
「
友
好
交
流
」
「
内
な
る
民

際
外
交
」
「
基
地
対
策
」
の
三
つ
の
政
策
領
域
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、

そ
の
政
策
形
成
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。
神
奈
川
県
の
国
際
交
流
政
策
は

知
事
の
政
策
概
念
提
示
、
ト
ッ
プ
層
の
基
本
設
計
と
政
治
的
決
定
が
政
策

過
程
を
支
配
す
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
ボ
ト
ム

職
員
の
政
策
過
程
へ
の
参
画
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
県
職
員
の

政
策
能
力
の
向
上
と
も
解
釈
で
き
る
。
「
内
な
る
民
際
外
交
」
と
は
神
奈
川

県
内
に
在
住
す
る
韓
国
・
朝
鮮
人
の
抱
え
る
多
く
の
問
題
、
例
え
ば
通
名

使
用
、
教
育
、
就
職
、
事
業
活
動
、
住
宅
や
生
活
福
祉
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

側
面
に
お
い
て
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
が
被
る
差
別
や
被
害
の
現
実
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
実
態
の
正
確
な
理
解
を
通
し
て
市
民
意
識
の
啓
発
や
指
導

を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
内
な
る
民
際
外
交
」
は
国
際

交
流
課
職
員
を
中
心
と
す
る
内
部
啓
発
型
職
員
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
新
し

い
施
策
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
中
央
省
庁
や
県
庁
内
部
の
他
部
署
ミ
ド
ル
層

反
対
を
乗
り
越
え
て
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
政
策
サ
イ
ク

ル
と
言
え
る
。
「
基
地
対
策
問
題
」
に
つ
い
て
は
長
洲
知
事
は
就
任
後
間
も

な
く
基
地
対
策
課
を
新
設
し
て
基
地
問
題
に
取
り
組
み
、
平
和
・
非
核
問

題
に
つ
い
て
中
央
政
府
に
改
善
を
求
め
て
い
っ
た
。
基
地
周
辺
の
被
害
住

民
側
の
訴
訟
提
起
に
対
し
て
、
長
洲
知
事
の
政
策
概
念
の
提
示
、
担
当
職

員
の
主
導
に
よ
る
ト
ッ
プ
層
と
ボ
ト
ム
職
員
の
強
い
つ
な
が
り
が
　
主
要

な
組
織
態
勢
と
な
っ
て
基
地
対
策
か
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
千
葉
県
の
国
際
交
流
の
政
策
過
程
は
自
治
省
の
主
導
と
県
ボ
ト
ム
層
職

員
の
主
導
に
よ
る
も
の
で
、
三
つ
の
政
策
過
程
の
中
で
国
際
交
流
政
策
過

程
が
最
も
不
活
発
で
あ
る
。
千
葉
県
の
国
際
交
流
政
策
に
は
は
っ
き
り
と

し
た
政
策
転
換
は
な
く
、
一
貫
し
て
担
当
職
員
の
対
鷹
に
よ
り
漸
進
的
に

変
革
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
学
職
経
験
者
の

政
策
過
程
へ
の
介
入
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
民
間
交
流
は
小
規

模
に
留
ま
っ
て
お
り
、
千
葉
県
国
際
交
流
協
会
を
中
心
と
し
た
市
町
村
レ

ベ
ル
の
行
政
指
導
に
よ
り
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
千
葉
県
の
国
際

交
流
政
策
は
国
際
化
と
い
う
政
策
環
境
の
変
化
と
中
央
省
庁
の
指
導
に
よ

り
、
担
当
課
の
新
設
と
国
際
交
流
協
会
の
設
立
を
通
じ
て
徐
々
に
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
。

　
一
方
新
潟
県
の
国
際
交
流
政
策
は
「
環
日
本
海
国
際
交
流
構
想
」
を
軸

と
し
た
自
治
体
独
自
の
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
新
潟
県
の
場
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合
も
神
奈
川
県
と
同
様
、
当
時
の
金
子
清
知
事
の
政
策
課
題
設
定
が
大
き

な
変
革
要
因
と
な
っ
て
い
っ
た
。
県
議
会
を
は
じ
め
各
議
員
の
政
策
過
程

へ
の
介
入
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
環
日
本
海
シ
ン
ク
タ
ン
ク
設
立
に
対

し
て
も
議
会
か
ら
の
反
対
は
な
く
、
事
業
結
果
の
地
元
還
元
を
求
め
る
注

文
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
還
日
本
海
シ
ン
ク
タ
ン
ク
設
立
検
討
委
員
会

に
は
、
企
業
や
学
者
な
ど
の
参
画
も
み
ら
れ
、
千
葉
県
に
比
べ
民
間
交
流

団
体
の
活
動
も
活
発
で
あ
っ
た
。

　
神
奈
川
県
の
住
宅
政
策
に
つ
い
て
は
「
か
な
が
わ
住
宅
基
本
計
画
」
の

策
定
過
程
、
「
神
奈
川
県
住
宅
・
住
宅
地
供
給
計
画
」
の
政
策
過
程
、
神
奈

川
県
第
六
期
住
宅
建
設
五
力
年
計
画
の
三
つ
の
政
策
策
定
過
程
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
自
治
体
の
住
宅
政
策
の
策
定
過
程
は
法
律
、
財
源
、
計

画
の
面
で
中
央
政
府
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
点
は
、

自
治
体
が
中
央
省
庁
の
設
定
し
た
法
律
上
の
細
か
な
手
順
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
例
え
ば
建
設
省
と
の
戸
数
調
整
に
成
功
し
た
よ
う
に
、
県
内
の
住
宅

政
策
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
政
策
裁
量
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
八

O
年
代
に
入
る
と
神
奈
川
県
内
部
か
ら
独
自
の
住
宅
整
備
計
画
が
策
定
さ

れ
、
住
宅
基
本
計
画
な
ど
の
長
期
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
決
定
さ
れ
た
。

　
千
葉
県
の
住
宅
政
策
に
お
い
て
も
中
央
省
庁
の
影
響
力
に
は
限
界
が
あ

る
。
例
え
ば
住
宅
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
自
治
体
の
意
見
が
初
期
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
過
程
を
通
じ
て
か
な
り
反
映
さ
れ
、
建
設
省
の
要
求
す
る
戸
数

が
見
直
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
千
葉
県
庁
の
担
当
部
署
で
蓄

積
さ
れ
た
技
術
と
情
報
は
建
設
省
の
初
期
計
画
を
修
正
さ
せ
る
に
十
分
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　
中
央
省
庁
が
誘
導
し
た
計
画
そ
の
も
の
が
も
つ
拘
束
力
は
案
外
低
い
、

住
宅
計
画
の
策
定
は
住
宅
課
ま
た
は
宅
地
課
が
建
設
省
の
担
当
課
、
千
葉

県
庁
内
部
の
関
係
課
と
の
頻
繁
な
調
整
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
県
の

担
当
者
は
各
市
町
村
各
課
と
の
会
議
を
頻
繁
に
重
ね
、
各
市
町
村
と
の
連

携
を
重
視
し
て
い
た
。
一
方
県
議
会
は
公
明
党
の
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
な

ど
の
要
求
を
除
い
て
は
、
政
策
形
成
は
行
政
に
任
し
て
い
た
。

　
新
潟
県
の
住
宅
政
策
に
み
ら
れ
る
影
響
力
の
順
位
を
示
す
と
、
建
設
省
、

県
の
土
木
部
、
県
の
財
政
課
、
住
宅
供
給
公
社
の
順
と
な
る
。
議
会
、
市

町
村
、
地
元
企
業
の
役
割
は
限
定
的
で
あ
る
。
地
方
議
会
の
審
議
・
調
整

の
役
割
に
伴
う
議
会
と
行
政
と
の
間
の
対
立
関
係
は
住
宅
政
策
に
つ
い
て

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
県
に
お
け
る
住
宅
政
策
の
担
当
部
署
で
あ
る
建
築

住
宅
課
の
最
大
の
関
心
は
、
財
政
当
局
が
予
算
を
つ
け
る
か
否
か
と
い
う

点
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
建
築
住
宅
課
は
県
議
会
や
審
議
会
よ
り
も
、

建
設
省
と
の
調
整
を
重
ね
な
が
ら
、
中
央
政
府
の
財
政
当
局
か
ら
の
予
算

獲
得
を
重
視
し
、
予
算
が
計
上
さ
れ
れ
ば
事
実
上
し
ば
し
ば
政
策
決
定
を

意
味
す
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

　
要
す
る
に
三
県
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
の
分
析
結
果
に
よ
る
な
ら
ば
、

自
治
体
の
政
策
過
程
は
政
策
類
型
に
よ
る
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
お
も
に

首
長
と
地
方
政
府
の
官
僚
に
よ
り
政
策
形
成
が
な
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に

自
治
体
の
政
策
能
力
の
向
上
、
政
策
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
従
来
の
官
僚

統
制
論
の
主
張
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
領
域
は
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た

自
治
体
独
自
の
政
策
展
開
が
活
発
な
政
策
類
型
も
多
く
、
官
僚
統
制
論
は

法
律
や
権
限
が
、
中
央
省
庁
に
握
ら
れ
て
い
る
被
拘
束
型
政
策
の
み
に
妥
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当
す
る
仮
説
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
今
回
の
研
究
に
よ
り
相
互
依
存
論

や
多
元
主
義
論
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
き
た
議
会
や
住
民
団
体
の
役
割
は

以
外
に
小
さ
か
っ
た
。
議
会
の
影
響
力
は
予
算
審
議
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
予
算
審
議
は
形
式
的
な
手
順
に
す
ぎ
ず
、
自
治
体

の
政
策
を
変
更
す
る
大
き
な
変
数
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
本
会
議
で
県
政

府
へ
の
牽
制
勢
力
と
し
て
の
役
割
以
外
に
、
地
方
議
会
の
政
策
過
程
へ
の

介
入
は
小
さ
か
っ
た
。
審
議
会
は
政
策
担
当
者
の
政
策
設
計
に
刺
激
を
与

え
る
役
割
は
果
た
し
て
い
る
も
の
の
、
形
式
的
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も

多
い
。
住
民
の
政
策
過
程
へ
の
参
加
も
最
終
段
階
に
お
い
て
の
み
か
か
わ

り
を
持
つ
場
合
が
多
か
っ
た
。
自
治
体
の
政
策
過
程
に
お
い
て
県
レ
ベ
ル

の
自
治
体
は
中
央
省
庁
の
統
制
に
対
し
て
か
な
り
の
自
律
性
を
持
っ
て
い

る
と
い
え
る
。
し
か
し
各
集
団
の
役
割
は
あ
ま
り
活
発
で
な
く
、
庁
内
職

員
主
導
に
よ
る
閉
鎖
的
な
政
策
形
成
が
日
常
化
さ
れ
て
い
る
。

　
神
奈
川
、
千
葉
、
新
潟
と
い
う
、
二
県
の
自
治
体
の
政
策
過
程
の
比
較
分

析
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
一
つ
の
結
論
は
、
都
道
府
県
自
治
体
の
政
策
過
程

を
「
閉
鎖
さ
れ
た
官
僚
主
導
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
官
僚
と
い
う
言
葉
は
自
治
体
の
首
長
及
び
自
治
体
官
僚
の
主
導
的

役
割
、
中
央
省
庁
官
僚
の
補
助
的
役
割
を
含
ん
で
い
る
。
閉
鎖
さ
れ
た
政

策
過
程
シ
ス
テ
ム
と
は
自
治
体
の
政
策
過
程
が
県
議
会
、
審
議
会
、
住
民
、

地
元
企
業
の
活
発
な
参
加
に
よ
る
多
元
主
義
的
政
策
過
程
で
は
な
く
、
ル

ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て
自
治
体
官
僚
主
導
の
政
策
過
程
が
常
態
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
最
近
、
個
別
の
地
方
政
府
の
財
政
や
行
政
、
社
会
に
関
わ
る
統
計
的
デ

i
タ
や
研
究
目
的
に
応
じ
て
試
み
ら
れ
た
社
会
調
査
の
デ
ー
タ
を
駆
使
し

た
経
験
的
研
究
が
漸
次
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
政

府
の
政
策
過
程
を
包
括
的
な
分
析
枠
組
に
も
と
づ
い
て
、
三
県
に
わ
た
り

し
か
も
産
業
政
策
、
住
宅
政
策
、
国
際
交
流
政
策
と
い
っ
た
重
要
政
策
に

関
し
、
広
範
綿
密
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
社
会
調
査
を
実
施
し
如
何
な

る
ア
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
政
策
形
成
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
解
明
し
た
研
究

は
梁
君
の
研
究
を
以
て
最
初
と
す
る
。
明
確
な
分
析
枠
組
の
適
用
と
大
掛

か
り
な
社
会
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
論
証
を
進
め
て
い
る
と
い
う
点
で
望

ま
し
い
経
験
的
研
究
の
手
法
に
則
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
で
き

る
。　

さ
ら
に
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
梁
君
の
研
究
は
い
わ
ゆ

る
新
制
度
論
の
立
場
に
立
っ
て
、
神
奈
川
、
千
葉
、
新
潟
三
県
の
政
策
過

程
を
分
析
し
、
い
わ
ゆ
る
多
元
主
義
も
ま
た
伝
統
的
な
中
央
官
僚
統
制
論

も
必
ず
し
も
有
効
な
政
策
形
成
過
程
の
分
析
枠
組
と
な
り
得
な
い
こ
と
を

論
証
し
、
首
長
と
地
方
政
府
の
官
僚
に
よ
る
梁
君
の
い
う
「
閉
鎖
さ
れ
た

官
僚
主
導
型
」
と
名
付
け
る
も
の
が
最
も
適
切
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
望
ま
し
い
政
策
過
程
に
つ
い
て
の
制
度
改
革
に
つ
い
て
の
明

示
的
提
言
は
控
え
ら
れ
て
い
る
が
、
結
論
は
妥
当
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
梁
君
の
研
究
は
優
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
が
、
し
か
し
問
題
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
研
究
は
三
つ
の
県
の
三
つ
の
政
策
領
域
に
関
す
る

事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
政
策
形
成
過
程
に
か
か
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
ア

ク
タ
ー
、
ト
ッ
プ
か
ら
ボ
ト
ム
に
至
る
県
の
官
僚
や
県
議
会
の
議
員
な
ど

に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
い
て
専
ら
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
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し
こ
の
よ
う
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
頼
る
分
析
手
法
を
取
る
な
ら
ば
、
例
え
ば

各
種
審
議
会
の
委
員
や
関
連
す
る
中
央
省
庁
の
担
当
官
僚
、
各
県
選
出
の

国
会
議
員
、
住
民
運
動
や
県
財
界
、
労
働
界
等
々
の
指
導
者
に
対
し
て
も

必
要
に
応
じ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
対
象
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
声
価
分
析
（
お
を
鼠
菖
8
巴
角
墨
ζ
巴
。。

）

と
決
定
分
析
（
号
9
巴
9
巴
き
巴
遂
諺
）
の
手
法
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
後

者
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
手
法
上
の
整
理
は
必
ず
し
も
明

確
化
さ
れ
て
い
な
い
。

　
同
君
の
置
か
れ
た
研
究
条
件
が
、
こ
の
よ
う
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
の
拡

大
に
対
す
る
制
約
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
対
象
の
限
定
が
結
果
と
し
て
梁
君
の
「
閉
鎖
的
官
僚
主
導
」
の
結
論

を
引
き
出
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
対
象
の
選
定
に
は
い
ま
少
し
配
慮
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
と
惜

し
ま
れ
る
。
ま
た
分
析
手
法
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
分
析
は
専
ら
定
性
的

記
述
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
こ
れ
ら
政
策
の
決
定
や
実
施

を
保
証
す
る
財
政
的
な
側
面
に
も
関
心
を
向
け
る
な
ら
ば
、
定
量
的
比
較

検
討
を
可
能
に
し
、
せ
っ
か
く
の
研
究
に
さ
ら
に
一
段
の
客
観
性
と
説
得

力
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
環
境
の
制
約
の
下
で
、
単

な
る
事
実
の
記
述
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
わ
が
国
の
地
方
政
府
の
政
策
形

成
過
程
を
め
ぐ
る
ポ
レ
ミ
ー
ク
な
理
論
仮
説
の
比
較
検
討
を
踏
ま
え
て
、

明
確
な
分
析
枠
組
を
構
築
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
こ
の
研
究

の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
わ
が
国
の
政
治
学
に
お
け
る
中
央
地
方
関
係
、

或
は
行
政
学
の
研
究
に
対
す
る
先
駆
的
研
究
と
し
て
そ
の
貢
献
は
極
め
て

大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
よ
っ
て
審
査
員
一
同
一
致
し
て
同
君
の
提
出
し
た
本
論
文
に
対
し
て
博

士
（
法
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
を
相
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
九
四
年
三
月
七
日
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